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緒 言

沿岸漁業構造改善事業の一環として大型魚礁設置事業が昭和42年度から開始ざれ大島千噸
に設置が進められているがも４５年度においても継続実施が計画されている。

現奮主として設置状況を調査中で、今後効果認定調査の段階に入ることになる瓜本事業０
開始に先立ち設置点を決定する適地調査を４０年度以降４２年度まで継続実施したので､そ鴫
果をとりまとめて報告する。

なお、調査地域の選定に当っては、一般的適地条件のほか本事業の公共的性格をわきまえか
つ巳事前事後の環境変化．集魚と利用状況等の調査が充分可能な場所を考慮した。

調査方法

調査指導僻あずま帆およびいやしお帆を用いて海底地形＆底質生物環境を主体に調査を行
なったが、このほか海施地先魚類椹漁場利用状況については既往資料の整理と現地での聞財
り調査によった。

年度別調査個所は第１表のとおりである。

第１表調査実施個所

笥杏：土口
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千波付近の海流)ま、黒潮流軸の動

きや、冷水塊の消長等によって複雑

に変化する。以下その類型をのべる。

黒潮の正常な場合即ち、太平洋岸

に沿って流れる場合は大島に西から

当り、千波を境として、二分して南

北に流去する。漁業者は真潮と呼び

概して、周年にわたって流去してい

ろ。遠州灘の冷水塊が発達した年は

黒潮本流が大きく迂回して、伊豆諸

島を南から北へ流去し、大島を南か

ら北東に流れ、千波をかすめて相模

湾内に入る。漁業者は込み真潮とよ

ぶ。

冬季親潮が強勢となると．寒暖両

流の中間水温をもつ海水が、沿岸に

圧流され、黒潮は沖合遠くなり、水

温は低下する。

込み真潮とは水色により容易に識別

され、千波では、波浮から伊東方面

に流れる弱い北西流がみられる。こ

れを込み逆潮とよぶ。

伊豆半島と大島の間に流入した黒

潮が勢力を増し、利島方面から流入

し、千波に当り方向を伊鬼稲取方

面に変え大島を大きく迂回して相模

湾から房総沖へぬけるのを出し真潮

とよぶ。

黒潮が本州南岸を遠く離れる仁と

鐙
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おける方向別海流図

第５図大島干波地先における 向別海流（水路誌によ
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〕蔓しもない．寒流が優勢となった時には､大島の東岸より南北に分れた流が合流し州豆半島と利

藪島の間を西方に流去する。
鬘iこの時の千波では強い流はみられない｡これを出し逆潮とよぶ。

裏二Ｍ上が大島近海の海流と、これにともなう千波附近の流の概略であるが、これを夏蚕冬季別
蕊,了

霞にみると(第５図）その流向頻度はいずれも北東が多く．次に東北東が多い｡西方'こ向う流は灘

jiliLLlJ非常にその回獅少ない田
妻とれは当海域が真潮系統の流が多く､強い逆潮が非静こ少ないことを示している。
塞鵬および比重
どく千波より９km離れたトーンキの鼻における水温._比重の年変化（平年値）は第４図のとおりで

二ある。
言(1)水温

)？鋼の月別平均水徽囲は４０年では、１４７～２２７℃年平均1ａ1℃Ｍ１生は１５５

丘ｉ～２５．６℃、年平均２０．１℃で平年水温に比べると、４１年は略同一傾向を示したが－４０年

丁では冷水塊のため周年を通じて低水隠であった。

(二慨して、同緯度より稽南の下田（鍋田）より高いことは、この地域ｳﾇﾀW羊性であることを示している。
r(2)比重

＞、年間の平均比重の範囲は４０年では２６．１１～２４８０，年平均２５．５０，４１隼では

羊、２４．９２～２５．８０，年平均２５２４であって平年比重に比べると４０年は平年に類似するが、

■１４，錠は著しく異なり、糖低<、夏高く、秋低い。

,＝この原因の主なものは１～５月は冷水塊の影境によるもので、冷水塊の西偏により黒潮流軸が

丁了丁近接した７～８月は著しく高温高かんとなり、黒潮流軸の離岸にともない下降した。
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４．海底地形

、魚群探知機によって第５図ＳＴＶを中心として海底地形を調査したところ平坦な陸棚が舌

状に西に張り出し１００７７Ｌ等深線は距岸約２，７００肌２００７〃等深線は８，５０〕ｍに及ん

でいる。その面積は凡そ５１．７４Ｍである。さらにＳｔＶを中心に東西南北に距離2，０００

７ﾙをとり、断面図を作ると第６図のとおりほぼ平坦である。
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5．底質

新野式ﾄﾞﾚﾂﾁﾞを用いて､日脚40.41年の2回にわたって5ケ耐』ら採ｉ足して､その底質195ｶtを鑓
した結果第２表を得た。

両回戎同一傾向を示し、磯犬ＥｂｌＭＯ９いうU二を占め､中砂を7ULれぱ平均７０９６以上を占出る｡従
って本:海域l±極めて潮通しの良い安定した場ﾌﾃであること力判る。

第２表大島千波地先底團鍍粗成

昭和４０年

ｊ

水
深
れ
く

礫１大砂｜中砂区分 小砂 細砂 計
ＢＴ

､W、
5.00＜ 500～1．００ 1.00～0.50 0.50～０２０ 020~0０５ 0.05＞
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ＢＴ
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6．底棲生物

底質と同様に新野式ドレツジを明いて、同一時期、同一個所を調査した結果、第５表を得
た。 」￣ｉｔ

生物は小型で多種多様である。第１回調査では１５種５９個体、第２回調査では２５種９２
個体を得た。固着生活を営む花虫類、苔虫類、多毛類の一種等が多いのは、潮通しの良好で
あることを示し、カニ類ヤドカリ、ヨコエピ、トビムシ、ワレガスクーマ類小型二枚
貝等の多くは魚類の好餌料となる．

同区域で、潮流調査の|祭に、一本釣試験操業を実施したところ、マダイ･１.レンコダイ
スチカメキントキ５.計１１尾を漁獲した。また、これらの胃内容を調べたところ竜レンコ

ダイではトビムシ、ウミポタル、二枚貝、有孔虫、砂礫が多量に認められた。従うて底棲生
物とこれら魚類の胃内容は良く一致する。

Z生物遺骸

底質と同時に採集した材料により調査した結果第４表を得た。

２回の調査共生物遺骸は著しく多く、特に斧足類（イタヤガイーハナイタヤ等）が多く、
いずれも６０％を占める。また腹足類と石サンゴ類も精々多い。

第５表大島千波地先底生生物

種蘋－－ＥＬＩｌ
ナマコ類

ウ二類

クモヒトデ類

ヵ二類

ヤドヵリ類

ヨコェピ類

海クモ類

巻貝類

二枚貝類

ヒザラガイ類

チヨウチン貝

多毛類

ウミェラ類

ウミトサカ類

石サンゴ類
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露…＝第４表大島千波地先生物遺骸
▲昭和４０年

F－－－－－￣~￣－
１備考

ＥＥ５５７ｉ逗雨魔豆蘋￣
１Z９１海綿類７５９
苔虫類４８７１がある。

その他には、ほうず
き貝１．５１答虫類
８０１がある。
石サンゴのうち

２６６２９はセンス貝

斧足類 腹足類 蔓脚類 鰊皮類 石寸ﾅﾝｺ類 その他 計

６５０

(6611）
４２５

(４５２）
７８

(Z９５）

212.7

21.65）

985.2
Ｉ

９０

(４５８）
２９

(1641）
1,925.7

(95.75）

,５

(０４５）
2，０５４．０

Ⅱ

Ｍ１誤('hlJf巷苣繍
ある。〆

鰊皮類はブンプク

その他は苔虫類651
腕足類、カニ類５．４９
鰊皮類はウニ、カン
パン類、石サンゴ類
はタマサンゴ、ゼニ

サンゴ、センス貝等

その他はカニ類、タ
コノマクラ、モズル

モズル等がある。

Ｚ２

(55.64〉
８．５

(58.79）
１．０

(467） (蝦)|(Ⅲ:言）
２５

(11.68）

１．４

(654）
２１．４

Ⅲ

１８．７

(808）
１７８５

(77105）
１．０

(045）

１１．９

(5.14）
２１．５

(’２９）

２５１．４
Ⅳ

２０．６

(6025）
０８

(254）

５．５

(15.50）
5４２

(,｡堅)|(,春,）Ｖ

計’946.1 １０５８ 1.8 2.012,051.4 259L１ ５５２４２

昭和４１年

備考腹足類｜蔓脚類 その他｜計

１５

(11.44）
４５

(516）
Ｉ

その他は腕足類229
多毛類589苔虫類
１２．５９その他

その他は腕虫類５．２９
多毛類１５．７９苔虫類
１４Ｍその他

その他は腕虫類2.29
多毛類１．５９苦虫類
1.59カニ二類259その他

その他は腕足類5.19
多毛類１９答虫類241
その他

５．５

(z９１）
１．４

(５５６）
Ⅱ

５２２

(’45）
１．８

(055）
５２０

(５Z81）
Ⅳ

Ｖ

１１６８

(880） (籾)|(,夢:)|…
７９０．５

(５１５８）
計

註 単位は，（）内は％、
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8．漁場利用状況

（１）魚類相と漁期

大島周辺に来遊または定着する魚類の漁法別漁期は第５表のとおりで、主な魚種は底魚
類９種、回iiiF性魚類１１種磯魚２種である。

｝底魚は周年漁期であるが､盛期は稜期である。

回勝性魚類では春～秋季で盛期は夏～秋季である。

イカ類ではケンサキイカが春～夏裏スルメイカは周年にわたるが盛期は冬期であるｄ
ｕＬｊ第５表大島千波地先の魚類相､および漁期等

７
一一一一 １１２ ７１８１９１１０illll2ろ ４１５１６

魚場ﾌkl蕊7z） 多Bi;k獄
一一一一

２１.罪23.0

２５０～247

250～247

[てでﾏｰﾏﾔｰﾓｰくう[てでﾏｰﾏﾔｰﾓｰくう

Ｎ
Ｈ
脹
別
Ｍ
Ｈ
別
Ｎ

一一一「一一一三

２１.品247

250～24.7

２５JO～247

250～247

１１Ｍ１．２

21.5～230
Ｅ－Ｔ<=天天六ｦ可

Ｅ－－－-三コ

」

21.2～25.0

２１．３~184

1ｍ～21.2

21.2～25.0

25.0～２４７

２１０~25.0

眉〔

0～２００

区ｺーニエコ'二＝＝＝＝＝ゴ １
２
２
２

卜しピデウォ

網にＹＺ
＝＝＝三三三=三二コ人

突棒|:憐二の學
Ｚ

ｆｊ ここ二＝

仁二一－ｺ
21～25.1２
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鶴

(2)従来の漁場利用状況と周囲の天然礁との関係

大島周辺の主漁場について第７図に示した。大島々内の各漁協では元町、野増漁協所属船
は主として地先と千波、岡田漁協所属船は地先と千波．泉津漁協所属船は地先が主、波浮港、
差木地漁協所属船は地先と大室出し、千波が主漁場となる。

千波を最も利用する漁協は元町、野懲岡田、波浮港、差木地の５漁協で、漁獲量からみ
ると、岡田、波浮港、差木地の順となる。

波浮港を基地とする漁船が底釣りに従事する場合、その時期の魚種の好不漁により、その
漁場は一定しないが特にハマダイ、メダイ、ムツを対象とする場合の一般的な行動として、
晴天海上凪とみられる時は大室出し、利島近海と沖合を先ず調査する。利島近海で不漁の時
は必らず千波沖へ船を向ける。

大室出しからは時間的な関係で千波へは向けない。

また天叡侯不良で沖合に出漁できない場合、次第に天候が悪くなるとみられる場合、北東の風
が強く、島蔭以外に沖に出られない場合には常時千波沖で操業する。

底魚のうちキンメーアコウは逆潮系の潮流の時に好漁で、ムツ、メダイ、ハマダイ等につ
いては真潮系の流の時に好演である。

ハマタ､イ、ノダイについては，～１０月の盛漁期になると好、不漁の差異はあっても概ね各
漁場で漁獲がある。

底魚類の行動は漁場水駕底質流の強弱等の差によ()、また魚種別によっても著しい相
違があり､､レンコダイ、シマアジは砂地が主漁場で、他の底魚では、岩礁が主漁場となる。
イカ類が好漁の時ほ水温下降のため底魚類は不漁である。
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第７図大島近海（天然礁）漁場
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（５）千波漁場の利用状況、

千波漁場は従来周年にわたって地元船及び他県船（主として神奈ｌｌＩ、静岡、千葉、大

仇高知）によって曳繩、底魚一本釣、イカ釣りが行なわれている他

春夏季にトビ刺綱、樋棡、ムロサパ棒受綱、タイ、シマアジのフカセ釣り、タカペイサキ

その他の巾着綱、タカペエピ刺綱が行なわれている。

魚種別漁場を第８図に示した。これらについて、大鳥島内船の利用率を、調べてみると第

６表のとおりである。

第６表大鳥島内単協別千波漁場利用状況（昭和５７年１～１２月）

〔注〕・上段は水揚彫数

．下段は漁業別の漁場に対する依存度－

．底魚漁業にはハゴ釣漁業を含むブ

。曳繩漁業にはその他一本釣漁業を含む；

。－は漁況不振及び他漁業との関係も諾!)、操業に至らなかった場合等で、水揚げの

ない時

差木地野増 波浮港元町 計

26,152K０

泉津 岡田

彫
，
％

－
０１26,068噸

～５０％

64町

２０％ﾄビウオ（刺網、旋網）

６２７１９，

２０％
↑,６４９１９７
１０船

ｽ865町5,587噸
２０％

二空
５０％

２２０６７彫
４０％

14,192町
２０％

48501町７５噸

７０％

５５Ｋ９

７０９６
5,108噸
１５％

1,462町81197

7096

１７５噸

５０％

８７１顛

１０％
５５１ＫＰ

５０％ ５０％

595町３９５町

１０％延繩漁業 8０９６5％

2020町２，０２２噸
４０％

５６７２彫
り凸

５０％

５８１町

２０％
９４５噸

５船イカ（一本釣） ５０％

95571町５２５４６Ｋｇ 22,584噸11619Ｊ１，９７１噸 26.524噸３０町
計

ア大鳥島内単協別利用状況

大鳥島内の単協別漁船数は第７表のとおり、総計７２隻で岡田が最も多く２６隻、差木

地が１５隻、泉津１１隻、波浮港９鍵元町８隻矛の他となる。

漁獲対象魚は底魚を除けば回ilIiP性魚類が多く．従って年によってかなり変動があるが、

漁獲量は総計９５トン余で－底魚が４９トンで大半を占め、トビウオ２６トンその他とな
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なる。単協別にみると波浮港を基地とする差木地、波浮港両漁協が５５トンと大半を占め

るＣ

第７表大島管内単協別小型漁船数

､雲'二害二L↓零
岡田Ｉ元町｜野増

計
一
“
８

５～５トン

イ波浮港市場における他県船及び地元船の水揚場

大島近海の底魚その他の小釣漁業は主として￣都三県（東京、千葉、神奈川、静岡）の

小型船によって操業されている。そして漁獲物によっては多くの小型船が波浮港を基地と

して操業し、漁獲物は波浮港市場に水揚げされる。

従って千波漁場の他県船及び士!h元船の利用状況の一端を察知する手段として、波浮港市場

の日別水場台帳と当場所属大島漁業用海岸局の漁況日報を整理して、昭和４０．４１年度の

月別、漁業種別漁獲量一金額を調べてみた。

以下これについてのくる。（第８～１１表）．：'

１）４０年度他県船の波浮港にお(士る水揚隻数と金額（

大島近海漁場で､底魚漁業に従事し波浮港市場に水揚げした隻数は年間廷５１２隻

９５５万円に達した。イカ類漁業では同じく年間廷５，１１５隻、Ｚ８４４万円に達し

た。これから千波漁場分を除くと底魚漁業に従事し、波浮潅市場に水揚げした隻数及

び金額は廷８９隻１１７万円、イカ漁業では同じく廷８９７隻で、２８１４万円とな

る。従って他県船（主として神奈111県）の大島近海漁場で操業したうちの千波利用率

は底魚漁業で漁船数１７９Ｌ金額１２％、イカ漁業で漁船数２９％、金額５６％とな

・る。

Ｉ）４０年度地元船の波浮港市場における水揚隻数と金額

大島近海漁場で底魚漁業に従事した波浮港、差木地２漁協所属船の波浮港市場に水

場した隻数及び金額は廷１，５５０隻、１，９８０万円、イカ漁業では廷５６４隻－２７７

万円に達した。こｵLから千波漁場分を除くと、底魚漁業では７９８隻７６６万円、

イカ釣漁業では延２５１隻、１５１万円となる。

従って千波利用率は底魚漁業で隻数５０％、金額１９％、イカ漁業で』ま隻数６５％、

金額５５％となる。

諄

§
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ｉｉｉ）４１年度`他県船の波浮市場における水揚隻数と金額

大島近海漁場で底魚漁業に従事し、波浮港市場に水揚げした隻数及び金額は、’２

月までに廷２４０隻、４５８万円、イカ漁業では廷９９６隻、４，８４２万円に達し

た。これから千波漁場分を除くと底魚漁業に従事し波浮港市場に水揚げした隻数及

び金額は１２月までに延６０隻７０万円．イカ漁業では延川０４隻、２，９８９

万円となる。

Ⅳ）４１年度地元船の波浮港市場における水揚隻数と金額

大島近海漁場で底魚漁業に従事した波浮港、差木地２漁協所属船の波浮港市場に

‘水揚した隻数及び金額は廷１，０７８隻、１，０６６万円、イカ漁業では廷５９９隻、

５６５万円に達した。このうち千波漁場分を除くと底魚漁業の隻数及び金額は４１３

隻、４０４万円、イカ漁業は２１６隻、１９１万円となる。．

Ｖ）４０，４１年鹿他県船地元船の千波漁場利用率

さきに昭和４０，４１年度の他県船、地元船別に波浮港を基地とした大島近海操

業船の隻数及び金額について述べたが、これを千波漁場に限ってその利用率をみる

と、表１１のとお（)、他県船の金額は底魚１５．５９６イカ類９４．９９'6を占めるが、

地元船は底魚８６．７％と圧倒的に多く、イカ類は５．１％と極端に少ない。

４１年度は１２月末までの集計ではあるが、傾向は前年同様の比率であって大差な

い。このような傾向を示す原因は、地元船は永年底魚漁業に従事し、経験も豊富で

底魚漁業に従事する場合が多いが、イカ類漁業では経験も浅く、加えて操業隻数も

人数も少ないことによるもので底魚及びイ.力漁業の１隻当りの水場金額をみても明

らかである。（第１２表）

ウ千波漁場における底魚類の魚種目'1水場景

地元船によって千波漁場で漁獲される主要魚類の月別漁獲量及び水揚げ金額は、表１２

のとおりである。主要魚種は１２種で、メダイが最も多く全漁獲量の５１．４％を占める。

次にシマアゾが１z６％でその他、プリ類（ブリ、ヒラマサ、カンパチ）６．９％、マダ

）イ５．５％でハタ類（マハハクエ、アカハタ）ろ.８％、サメ類５．８％、レンコダイ５．３

％、その他（ハチピキ、アカイサキ、メジナ、カサゴ、チカメキントキ、アカヤガラ、

キツネペラ、サバ、ホウポウ、シイラ、ゾウダガツオ等）がある。

：な杁地元船といっても、先に述ぺたように波浮港及び差木地漁協の所属船であって、

これが野蝋岡田漁協となると漁法上、クサキ、ブリ類がかなり多くなるがここでは触
れない。
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Ｒ大型魚礁設置に関する総合判定

以上の調査結果から大島千波沖漁場に大型礁を船置することの適否について、総合的に判

定すると次のとおりである。

漁場環境調査は諸種の事情で充分な調査はできなかったが、本地先が不満足な資料によっ

ても充分大型魚礁設置個所として適切な場所であることが判る。また、設置前の漁獲量調査

として、特に千波漁場が本都以外の小釣漁業者によって操業されることが多いことから、そ

の実態の一部をつかむべく、波浮港市場に水揚げされる他県の小釣漁船と地元漁船の水揚げ

量を調べてみたが、他県船による千波漁場利用度の一端を充分察知することができた。

これらの調査以外に、漁船の所属県に直接水揚げされる量は地理的にいっても、かなりの量

にのぼるものと推定される。

なお、構造改善事熱こよって小型漁船の整備も着々と進行しているが．これにともない特

に大島近海のイカ漁業に離島地区（新島、式根島、神津島、三宅島の各島）の小型船１９７

隻が意欲的な進出を計画しているので、今後千波漁場の利用率も高まることが推定される。

古くから利用度の高い千波漁場も近年他県の小型漁船の進出にともない．魚族資源の枯渇

も目に見えて増大している現在、漁場の荒廃を防ぎ、魚族資源の保護と併せて恒久的好漁場

として活用するためにも大型魚礁の設置は急務であると考える。
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第８表４０年度大島近海漁場利

大島近海漁場における水揚延隻数と水場金額

一m蔬二慧Ｌ

二iuiji
-言:+77鶚；

アカイカ釣マイカ釣底魚一本釣

金額(円）隻数金額(円）隻数隻数 金額(円）

月
－
４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
５
｜
識

１
１
１

』
深
；

１ヌ459

2,787;１１８

１，７４５６４８

１，０９５，４９０

５２７;６５５

５８;4８８

5,820β５５

１１，５５５
１
７
８
６
４
４

９
９
４
４

１７３

２

1,026,208

４１７B8２６

１，５０４，０２４

１２５，5９１

５５５，２２８

５９ス５０６

８７４２７１

５８１，９１６

１５２２７４

５６６，９１６

１，８１１，１８５

２Ｊ８０２２５

５９

５６

７６

３５

１６

１９

５０

５６

１２

１７

７６

１２２

１６２１５，７７９

１ス７５ヌ8９２

２２５９１７１０

１４β５２２７４

１０，８８２，７０６

５１４０，６５５㎡

６８５，１４８

７２，４０６５５４

８
２
５
－
つ
４
９
７

８
８
５
５
５
１
５

６
６
１
４
４
２

6.051,858２９０2，８２５2550,9665１２

第９表４０年度大島近海漁場利用

大島近海漁場における水揚延隻数と水揚金鑑

ILii1
マイカ釣 ｜アカイカ釣底魚一本釣

薑藪~T~墓~蚕１

鋤
一
帖
別
８
６
４
４
９
５
７
５
７
６

１
２
１
２
７
２
１
１
５

１

金額（円）隻数金額（円）

鋤
汀
４
１

金額円

月
－
４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
５
－
鍬

１
１
１

６４１５８

１０２．５６１

１，８５６

１，５０６．５６５

１，０５５，４４２

１，５４１，５０６

１,０５２，６６５

２．５５１，０２８

１，９０５，５４

２２２２５４０
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用他県船（５トン未満）水湯状況

一

場における水揚延隻数と水場金額 千波漁､場利用率（
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J111I
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地元船（５トン未満）の水場状況

おける水揚延隻数と水場金額
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第１０表４１年度大島近海漁場利用他県船

大島近海漁場における水揚延隻数と水揚金額

雇~煮~二~軍蔚~T－－￣マニーラ『了扇｢~可アカイカ釣
千波漁場
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底魚一本釣

－４
５
６
７
８
９
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１ス226.185

２９

１４５

８６

１５

1,25ヌ119

2,655,915

1,859;８２９

２５８，５５５

６
６
８
２
２

１
１

７７

１６

５０１

５６０

７６７

８
８

98,892

67;1０４

2４０ 4,585,545 42,454605 2７５1，７２１ 5１９１，２１６ 6０ 704,414

第１１表４１年:度大島近海漁場利用

大島近海漁場における水揚延隻数と水場金額
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苧匹

（５トン未満）の水場状況（４～１２月）

三水揚延隻数と水場金額

看:二i工襄F言〒E襄
千波漁場利用率（％）

fliJLLTj
アカイカ釣 底魚
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地元船（５トン未満）の水場状況（４～１２月）

における水揚延､隻数と水場金額
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第１２表千波漁場における漁獲量及び水場金額

地元船年 他県船 合計

度 延隻数｜総金額 延隻数|総金額

885ｍ

４０ 2１６５

5β４８

底魚 ４７４

イカ類４１ 5,178

計 5,652

第１５表４１年度千波漁場における
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新島羽伏浦および弍根島泊沖地先

1．地理的概観

新島は大島の南方約４４kmの海上にある、東西約５．２km・南北約１１．５km､面積２２．６Ｍ

のほぼひょうたん形をした島で流紋岩で形成されている。

弍根島は新島の南方約５kmの海上に浮ぶ新島の属島で面積約5.8ＫＷＩで新島と同様流紋岩で形

成されている。

調査地点である二地点は共に新島、弍根島に隣接し、この地点を中心として、１～５トン

漁船の操業範囲を半径２０浬にしぼると、大島南部．神津島．三宅島北部が含まれ、５０浬

とすると伊豆半島、下田､/稲取が入る。

大島南部には波浮港があり、神奈川県、千葉県船のよき中継地となっている。

Ⅱ

くま川線ノノ騨／／一一○

五Ｊ■后■し■■。

線
線

０
０

糟
糊

第９図新島、弍根島を中心とした漁船基地の配置
'J■
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露

2．海流

新島周辺の海流は主として黒潮系である。このため流の方向、強弱も黒潮流軸の移軌消

長により決定されるが、年間を通じ全般に北東から東に向う流れが多く、また一般に流速も

早い。さらに寒暖両流の相接する所でもあるので、親潮の影響をうけ西方に向う流れもある

が、これは一般に流速も緩慢でまた獺度も少ない。

過去の資料により季節別にみるとその流向の頻度．及び流速は図２のとおりである。図２

１こよるといずれも北東～東方に流去する黒潮流が多く、夏季、冬季ともに頻度の７０％以上

を占公平均流速1.0～２．０Ｋｎｏｔで最強時には５．０～ａ５Ｋｎｏｔに達することがある。

一般に西向流は少なく、また流速も１．０Ｋｎｏｔ以下となっている。

しかし冬季南方向に流去する親潮流の頻度は１０％である。

！

夏季（７～９月）における

方向別海流図

冬季（１２～２月）における

方向別海流図

ＮＮ
5.5ｋｔ

5.5ｋｔ

０．ｋｔln

lw ０ｋｔⅡＥＷ

８８

1．矢｡符の長さは流向頻度（９６）

2．矢符の太さは平均流速、

－－－－今０．１～０２ｋｔ

＝=＝二今0.5~0.5kt

■二二二三（１）仁鵬
5．矢符の先の数字はその流向で
側得した最大流速

第１０図新島近海における方向別海流

（水路誌による）

5．水温

年間の月別平均zk温範囲は４１年では１４．５℃～２６．９℃、年平均２０．４゜ｕ４２年は、

１４．１℃～２５．６℃－年平均１’８℃で、平年月別水温１４８℃～２５．７℃、年平均水温

２０．０℃（第１１図）に比べると４１年はや凶高<、４２年はやＬ低い水温であったがほ冒

冒同一傾向を示している。

－２７－
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第１１図新島前浜における水温の月変化（Ｓ２１年～４２年、２１ケ年平均」
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4．漁場利用状況

１）魚類相と漁期

新島、弍根島周辺に来遊または定着する魚類の漁法別漁期は表１のとおりで主な魚種

～は底魚類９種、回勝|生魚１０ｊｉ量。磯魚２種である。底魚は周年漁期であるが、盛漁期は‐

秋期である・回iiiF性魚類では.春～秋季で盛漁期は夏～秋季である。】

イカ類ではケンサキイカが春～夏季でスルメイカは少ない０

第１４表新島、弍根島周辺の魚類相および漁期等

漁期ニニニーーニ

盛漁期ニニーーニ

月
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２）従来の漁場利用状況

新島、弍根島周辺漁場は第’２図のとおりである。主に黒潮系の暖流の影響を多く

うけるので、暖流系回遊魚は非常に多く、また陸棚の巾も広く、海底の起伏も多いの

で暖流系の根付魚、底魚類も豊富で伊豆七島でも好漁場の一つとなっている。このた

め近県から出漁船は非常に多《その漁獲量も多大である。

しかし、地元部管内所属漁船は港湾の不良、経営規模の弱'｣､等の条件が重なり、本漁

場を活用することができず地元新潟、弍根島の漁船以外では大島の波浮、差木地の漁

船が主に底魚一本釣漁業アジサパ棒受網漁業に利用しているに過ぎない。

昭和４１年の新島、若概式根島の各組合の魚種別、漁業種類別の漁獲量及漁船数，

ば第１５～１７表のとおりである。

これによると５組合とも網漁業は盛んで、特に若郷新島の組合ではその大部分が

網漁業によるもので、底魚釣､)その他の一本釣、曳縦突棒等は殆んど操業していな

い。式根島のみは網漁業と平行して他種漁業も営なみや特に底魚一本釣の水場は総水

場の５４％と主旦冨な漁業種となっている。これは新島には小船の出入に便利な港がな

く、，｣､人数の出漁に非常な制約を受(ナているに反し、式根島には入江が多く小型漁船

の出入に恵まれていることが主因であろう。即ち地元では式根島漁船はこの近海の漁

場を有効に利用しているが、新(島ではムロアジ類の回勝魚とタカペ、，イサキ等磯魚類

一のごく限られた漁場しか利用していない。
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第１６表新島．式根島地区漁業種別、組合第１５表新島、弍根島地区魚種別

別漁獲量（K,）L2-L---
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５５，9５７

弧11111
5,595

95,588
9４９５

６５２ 1，７５５

５７２

65,759

1,908

11,611

９２１

４５’

56451

276161

１４４

68β０６

１５４

７

５９

１０

9５８１３４５

１９２０５８９1０２，５５８計

第１７表組合別漁船数

1，５１６

４，１５５

５５８

５４

１１５

６，９５０

６８

１トン引

無動
漁

動力漁船

5Tこり〔工T言下二茱藷

別

５トン未満

、
島
郷
島

合
根

組
新
若
弍

１１８

1Ｗ［

５
１
９

６

５る７５

２５Ｒ7１１

2,462

１０２８２０ 1９２，５３４
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霧
5．地先別の環境および利用状況の特|生

，〉新島羽伏浦地先ｈ

（１）海底地形

魚群探知機によって、羽伏浦１００７７２，等深線を中心に海底地形を調査した結果を第

１５図に示した。ぼ蟹平坦な大陸棚が巾広〈東方に張り出し、１００ｍ,等深線は距岸

約４kｍ２００ｍ等深線は距岸約８kmでその面積は凡そ５０K1iiである。

調査地点のほ盲中心部の断面の傾角は約２度で沖合２００７７２，等深線までほぼ同様な緩し、

い傾斜となっている。なお調査区域の東北部の水深１５０～１７０７皿にかけ急傾斜面

があるが．この附近に高低１０～１５７７Lの範囲で若干の起伏が認められたほかは全域

にわたって傾斜は緩やかで極端な凹凸は認められない。

（２）海流

新島近海の海jｱiii既略は前述のとおりであるが､本漁場では、東方に向う黒潮流は新島に

さえぎられるため・当地区では直接の影響を受けることはなく、反対方向に繰込む流

が多く、標こ速い流は一般には認められない。

しかし、春～夏季にかけ黒潮が北または北北東に流去する場合は、かなり早い北向流

がみられる。親潮系の.西向流についてはその流速は一般に緩慢で速い流は認められな

い。

（３）底質

公．

｢、’

新野式ドレヅゾにより採集した底質の肉眼的記載を第１８表に、その粒度組成第１９

表に示した。

即ち.大島千波沖漁場に比べて､略同一水深に近い…'5では全一会(…
粒度が６０％以上を占め、当地先の方が底質が荒いといえる。また、浅所でも千波沖

に比べて、底質が荒い傾向がみられる。

第１８表新島羽伏浦地先底質概要

『三□J二iiiillriililfH:？'己JnJg訓！
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嚢
第１，表新島羽伏浦地先底質粒度粗成
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第１５図新島羽伏浦地先海底地形
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(4)嵐妻生物

ドレツソを行なった５地点点Ｓｔｔ５でのみ底棲生物が得られた。Ｓｔ１では藻
類少量ミノガイ類（２枚貝）川風蛇尾類２尾である。

ｓｔ５では苔虫類少量微小２枚貝５，ウミグモ１尾アオメエゾ稚魚，尾（Ｔ･Ｌ

１５１１WiZ）だけで総体的に極めて生物相は貧相と考えられる。

(5)生物遺骸

地点中ｓｔ１．Ｍにだけ生物遺骸が出現した。Ｂｔ１に最も多く、特に貝類の死骸

が多い他苔虫類がこれに次ぐ、ｓｔ３４では全く見るべきものはなく貧相である。

他の調査個所である大島千波、及び三宅島北部に比べても著しく貧相である。

第２０表新島羽伏浦地先生物遺骸

Ｓｔ
１ ５ ４種類

ｻﾞ

洲

％

０
４
４
８
４

５
５

， ％石珊瑚類

海綿類

苔虫類

多毛類

１２．９

０．７

５１．５

ワ
ノ
ヨ
ー
【
ｏ

（
垈

人
〕

0．１ １

貝

類
類
類
類
類

脚
殻
皮

１４．９

０．２

０．２

０．２

９６

１

１

１

魚
蔓
甲
鰊

ろ．2

0.1

0.5

７

`合計 ４８．７ １００１００ 2.6 １５．６１１００

(6)利用状況

羽伏浦漁場は周年にわたって地元船及他県船（主として神奈11Ｌ静岡、千蕊大分）

によって底魚一本釣が行なわれるほか、春～夏季にかけサパハネ釣、トビ旋綱夏～

秋季にムロサパ棒受綱タイ、シマアジのハゴ釣が行なわれている。

地元新島、弍根島漁民は主としてナソトピ流旋綱アジサパ棒受納の主要漁場として

いるほか、式根島漁民が底魚一本釣、ハゴ釣漁場としている。

波浮、差木地漁民は一部がアジサパ棒受綱サパハネ釣の漁場として利用するほか底

魚一本釣漁場として僅かに利用しているに過ぎない。
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特に近年大型漁船の減少にともないその利用率は次第に減りつ出ある現状である。
）弍根島泊沖地先

（１）海底地形

魚群探知機により調査した海底地形を第１４図に示した。

１００ｍ等深線は巨岸約２０km（最近部1.7k匹最遠部２４kｍ）て北東部より南西

方向に弓状にのびもさらに１５０７几等深線が巾約６００７刀で１００７７z線の沖合に沿
っている。・圏

調査海域の１５０～１５０７７１，線までは傾角約５度の緩傾斜をなしているが、それ以

深はほぼ傾角２０度の急深な形状で沖合５００７ﾙ線に達している.

標こ南西部では１００７７Ｌ等深線附近より急深である。この大陸棚の全域がほぼ岩盤

であるため全域にわたり小凸部が多く、また急深部になっている１５０～２２０池線
線にかけてはかなりの凹凸が認められる。

(2)海流

本地区の海流は２に述べたように黒潮流が直接影響して流は四季を通じて速い．
親潮流については殆んどその影響はない。

(3)利用状況

当漁場は主として底魚（ハマダイ、メダイ、アオダイ、ムツ）漁場として利用さ
れている。

他県系の利用の状況については近年大分県船の進出により相当程度利用されている

ようであるが確たる資料はない。

主として地元弍根島漁船により利用ざれ底魚総漁獲量の５０９６程度を漁獲している。

その他大島管内船の利用については殆んどない。

２
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鑿
議「

鬘,７６大型魚礁設置に関する綜合判定
さ」調査の結果から大型魚礁設置の適否について綜合的に判定すると次のとお()、一応1朝会討菩／

己の余地があるということになる。

D曇？１）新島羽伏浦地区
弓〆

本地域の海底状況は、極めてゆるやかで回iｶｷﾞ性浮魚類の好漁場でもあり、魚礁設置点二…

として当初有望と考えて調査を実施した。しかし底質は白砂で底棲生物相は､了いちぢる

し<貧相と認められる、そのためか本海域のアオメエソ及び雑魚では、他海域に比べて、
密度は薄く著しくやせている。底棲魚類の餌料になる国妻生物が貧相であるのは、底質
が安定せず常に移動していることにも起因していると考えられ、漂砂があれば魚礁の埋
没も考慮に入れなければならなし、よって大型魚礁設置として撰定するには膏一考を要
する。

２）弍根島泊沖地区

本地区は魚礁設置付近の平坦地が狭く、隣接海域は急深である。また調査区域内にも

各所に凹凸がみられ、すでに天然の好漁場を形成しているｃ潮流は一般に早く操業時;期

に著しい制限をうけ、更に隣接地区には漁業権漁場がある、以上から魚礁を設置しても
充分な効果を期待できないおそれがある。

Ⅲ三宅島神着沖地先

１．地理的概観

三宅島は大島の南方５７kmに位置し、周囲５５k,１で安山岩質の円錐形火山島である。海岸

線は湾曲に富むが、良港には恵まれない。しかし、近年阿古漁港の整備が進むにつれて、同
〆港は小型漁船の基地として活発化の傾向がみられる。

同島を中心とした小型漁船の行動半径３０浬以内には、新島、弍浪島、神津島、の各漁村
が含まれるが､李士の漁船基地は含まれたい。

２．海流

三宅島周辺の海流は黒潮流軸の移動～消長によって大きく変化する、東海区水研の漁海況

予報および海上保安庁水路部の資料により、昭和５８年～４１年の４年間につき、各月の前

鶚後半の黒潮流軸と三宅島付近の真潮（Ｎ～１ｍ）、逆潮（Ｗ～ＳＷ）の関係をまとめる

と第２１表のとおりで、これによると真潮５６％、逆潮４４％の割合となっている。真潮の場

合は主として三宅島南西部の間鼻新鼻に黒潮本流が直進し坪田側方向と伊豆岬側方向に分

力､れるので、三宅島の北東部（神着沖～飛行場群）に潮境を形成する。（第１５図一(1)）
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これに対し逆潮の場合は真潮の場合と反対になる。また４２年６月２４日の調査では第１５

図一(2)のとおり、三宅島南部に本流が直進したため､潮境が神着大防鼻から、北東方向およ

び、下根崎から北西方向に形成されていた。

以上の結果から神着沖においては年間のほぼ６０％は伊豆岬沖から北東方向の流が沖合を

とおり、調査点はほぼ潮下となるが、４０％強はゆるやかな逆潮で西向流を示すものと思わ

れる。

LrfJJLJ
第１５図－０）

三宅島周辺の海流模弍図

（真潮）

HUiiIillJ
第１５図一に)：４２．６．２４．の調査結果
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量

ろ．水温，

三宅島坪田地先の定温観測資料（昭和５２年～４２年）により、月別平均水温変化をみる

と第１６図のようになる。黒潮の影響を強く受ける

ため、冬期の最低時（２月）でも平均１６℃を下廻

らず、夏期は平均２７℃を上廻ることはない。

４．，風向、風力

東京都気象月報によれば、三宅島における風向、

風力は第２２表のとおりで、これによると年平均7Ｌ７

ｍで地元船の船型を考慮して平均８”し以上の風速の

日を出漁不能日とすれば､年間の約５６％は出漁不

能日数となる。特に１月は西の風が平均１０万Ｌ近く､

１ケ月の６割強が８刀し以上である。２月、５月、１２月

は西の風で約半数が脳漁不能日となっている。

神着沖は西および北東風共に強く影響するので、

この数値以上に出漁不能日があると考えられる

可

１２１１１０９８７

第１６図三宅島坪田地先における

水温の月変化（Ｓ５２年～４２年）

第２２表三宅島における風向および風速

非
囹i三二Ｅ
5５１６６

戸
､」 ６

西一
用

西

平均風速

聯
聯

、９「
ん一
一

０
一
８

２１
￣

西南西風向

ｕと＋７１コ

箔

注１．

２．

５．

平均風速は平年値

日数影は５４年～４１年の８年間平均

風向は４１年の１ケ月最多風向
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篝
鑿,
蟇5．海底地形
憲一

雲■魚群探知欄こより測深した結果を等深線図にまとめて第１７図に示した。水深１００ｱﾙの
壼

二最遠部はﾐﾉﾜ沖42km位である｡また最も緩傾斜の水深は4ｍから6Ｍにかけてであ
季Ⅲ＜水深４川～５mの距離は約５００ｍ､傾角は1.9度である。

Z,ろ．底質
喜三

二新野式ドレツヂを用いて採取した材料につき粒度組成を調査した結果を第２薮に示した。

ﾗﾌﾞ両地点は３６００打しを隔てているが､両地点ともほぼ同一傾向を示し、礫､大砂が６５９６

二以上と大半を占めている。細砂が非常に少ないことから潮通しは極めて良いことがわかる。

ミヨ細砂が非常に少ないことから潮通しは極めて良いことがわかる。なお基盤岩石、礫の岩質に

Dついては東京水産大学海洋学教室に依頼したが面識して玄武岩で、Ｓｔ２で昭和５７年噴火

１１時の黒色スコリア（発泡熔岩礫）が９５，出現した。

第２５表三宅島神着地先の底質粒度組成

区分1両簔二+二i;二芸６
大砂｜中砂｜小砂｜細砂

置｜水深8ｔ１位 計

鶚三L罵旦L|彗壽
5＞

Jjl,二:二二:'5’
i誘亡量 7８５９ Zｊ５０ 4，０２４６

１００

５，４５５５

１００

1.6 ０７７２，

５０

１

９６ 19.5％

二÷'－５薯
2.5 ０．１ ０５２１

;重量：５４．８５Ｎ

1５９．５２４６巴

1，２７５９ ６０５ 0．５１０771／

２ 7０

9６ 57L１％’２８５１１６８ １Z６ ０

三二７１底棲生物

一ｓｔｌでは小型の多毛類（ゴカイ、体長２Ｍ､前後）が１２尾と端脚類（ソコエピ類）が

１５尾ｂ‐Ｓｔ２では多毛類８尾、端脚類２６尾が出現した。いずれも底棲魚類の餌料となるが

一量的に少なく概して貧相といえる。

８．生物遺骸

。底質と同様に調査した鰭果、第２４表を得た。生物遺骸は概して少なくｓｔｌでは石サン

ーゴ類が大半を占め貝類もやユ多い゜ｓｔ２では貝頚が大半を占めている。

－４５－
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第２４表三宅島神着地先の生物遺骸

ｓｔ２Ｂｔｌ区分

十脚類

蔓脚類

貝類

腕足類

答鮮虫類

石サンゴ類

その他

計

2．５９０．５％
－－－￣＿

２．５
－

２４．５

－－－

３．９

３．６

５４．７

１０．９
－－－＝￣

’１００．０

1.2％1．５

１４．４

１４９６

２５．８

２１．８

５５６．５

６Ｚ１

６１４．７
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注1．ｓｔｌのその他はウニ類、多毛類棲管、放散虫等を含む｡

注2．ｓｔ２のその他はウニ類．コケ虫、カニ類、貝蕊石サンゴ、石灰団塊、放散虫を

含む。
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…
Ⅷ

２漁場利用状況

１）魚類相

三宅島における魚類相は第２５表に示すとおりで．トビウオ、ムロアジ､クカペ、カ

ツオ、マグロ鶏サバ等の回勝魚を初めシマアメプリ､ヒラマサ、カンパチ等の根付

魚およびヒメダイ、ハマダイ、メダイ、アオダイ、マダイ等の底魚類が漁獲されている。
●●●

指導船やしおによる漁獲結果から見ると回遊魚ではトビウオ、ムロアジ、マグロ蝋

サバ等が多く、底魚類ではヒメダイ、ハマダイ、アオダイ、マダイ、ジマアジ、カンパ

チ等が漁獲されている。

ネ申着沖の海域はハゴ釣りおよび曵禰釣りによるシマアゾ、ヒラマサ、カンパチ、底魚

釣りによるヒメダイ、ウメイロ、アオターイーその他のタイ類の漁場となっているほか、

ハルトピ、ムロアメカツオ、マグロ等回勝魚についても好漁場となっている。
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第２９表三宅支庁管内漁業協同組合別水場金額（昭和４１年） 単位千円
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